
用
意
。
入
浴
中
心
の
半
日
コ
ー
ス
、
機

能
訓
練
が
充
実
し
た
一
日
コ
ー
ス
な
ど
、

ご
利
用
者
お
一
人
ず
つ
に
ふ
さ
わ
し
い

個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
提
供
し
ま
す
。

一
方
、「
ペ
ガ
サ
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ

ー
石
津
」
は
、
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
に

ご
入
居
の
方
を
中
心
に
、
地
域
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
。
ご

本
人
の
ご
希
望
は
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
や

生
活
環
境
な
ど
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

ご
家
族
の
ご
要
望
も
し
っ
か
り
と
お
聞

き
し
て
、
ご
不
安
や
ご
心
配
な
く
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

心
血
管
撮
影
装
置
は
、
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
、
ま
た
大
動
脈
瘤
と
い
っ
た
病
気
の
最

終
診
断
や
治
療
の
た
め
の
検
査
装
置
で

す
。
馬
場
記
念
病
院
で
は
現
在
で
の
最
新

鋭
装
置
を
こ
の
春
に
導
入
、
順
調
に
稼
働

し
て
い
ま
す
。

こ
の
装
置
で
は
、
従
来
に
比
べ
画
像
の
解

像
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
細
部
に
亘
り

鮮
明
な
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、
診
療
放
射
線
技
師
に
よ

る
専
門
的
な
画
像
の
構
成
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
一
度
の
検
査
で
、
２
方
向
か
ら
同

時
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
患

者
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
そ
の
ぶ
ん
検
査
時

間
が
短
縮
し
、
撮
影
に
必
要
と
す
る
造
影

剤
の
使
用
量
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り
少
量
で

済
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
負
担
が
少
な

く
、
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
撮
影
装
置
と
併
せ
て
、
心
内
電
位
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
不
整
脈
を
解
析
す
る
記

録
装
置
も
一
新
。
さ
ら
に
、
電
極
カ
テ
ー

テ
ル
を
通
し
て
心
筋
に
刺
激
を
加
え
る
装

置
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
心
臓
の
頻

脈
の
根
治
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
の
検
査
、
治
療
に
お
い
て
は
、
医
師

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
診
療
放
射
線
技
師

や
臨
床
検
査
技
師
、
ま
た
、
臨
床
工
学
士

や
看
護
師
が
チ
ー
ム
を
組
み
対
応
。
安
全

で
、
安
心
、
そ
し
て
確
実
な
検
査
や
治
療

の
ご
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
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ペ
ガ
サ
ス
に
、
二
つ
目
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、「
ペ
ガ
サ
ス
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
２
号
館
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
場
所
は
、
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
の

す
ぐ
お
隣
。「
ペ
ガ
サ
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
石
津
」
と
と
も
に
、
７
月
１
日

よ
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
始
め
て
い
ま
す
。

ペ
ガ
サ
ス
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２

号
館
の
自
慢
は
、
機
械
浴
槽
。
寝
た
ま

ま
の
状
態
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、

要
介
護
度
の
高
い
方
で
も
安
心
で
す
。

ま
た
、
歩
行
練
習
や
体
操
、
脳
力
活
性

教
室
、
さ
ら
に
は
外
出
行
事
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
彩
な
内
容
を
ご



馬場記念病院では、６月１日より初診時特定療養費が5,250円
（税込）となりました。これは、診療所からの紹介状なしに、
200床以上の病院を受診するとき必要な、初診料とは別の費用
です。紹介状をお持ちになるとこの費用は免除されます。当院
への受診の際は、ぜひ診療所からの紹介状をお持ちください。

整
形
外
科
で
は
、
四
肢
の
骨
関
節

や
脊
椎
、
筋
肉
、
腱
や
末
梢
神
経

の
外
傷
や
損
傷
を
治
療
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
年
間
約

９
０
０
件
を
数
え
る
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
内
訳
は
人
工
股
関

節
、
膝
関
節
置
換
術
と
骨
折
な
ど

の
外
傷
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
近
年
で
は
、
高
齢
者
特
有

の
骨
折
、
骨
粗
鬆
症
を
原
因
と
し

た
大
腿
骨
頚
部
骨
折
、
上
腕
骨
頚

部
骨
折
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
の
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
治
療
に
は
骨

の
中
に
チ
タ
ン
製
の
棒
状
の
も
の

を
挿
入
し
て
骨
折
を
固
定
す
る

「
髄
内
釘
固
定
」、
直
接
骨
折
を
固

定
す
る
「
ス
ク
リ
ュ
ウ
固
定
」
な

ど
骨
を
つ
な
げ
る
治
療
法
と
、
人

工
骨
頭
と
い
う
も
の
に
置
き
換
え

る
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。
上
腕
骨

頚
部
骨
折
の
治
療
に
は
「
髄
内
釘

固
定
」、
チ
タ
ン
製
の
金
属
板
と
ス

ク
リ
ュ
ウ
を
使
用
し
て
骨
折
を
固

定
す
る
「
プ
レ
ー
ト
固
定
」、
橈
骨

遠
位
端
骨
折
に
は
「
プ
レ
ー
ト
固

定
」
を
使
用
し
治
療
し
ま
す
。

現
在
の
骨
折
に
使
用
す
る
器
具
は
、

昔
と
比
べ
る
と
早
期
に
運
動
を
行

う
こ
と
が
可
能
な
固
定
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
皮
膚
切
開
を

な
る
べ
く
少
な
く
し
て
筋
組
織
の

ダ
メ
ー
ジ
を
少
な
く
す
る
、
骨
癒

合
に
関
し
て
も
有
利
な
最
小
侵
襲

手
術
を
可
能
な
か
ぎ
り
採
用
し
、

早
期
の
離
床
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。

整
形
外
科
は
、
患
者
の
運
動
機
能

を
受
傷
前
に
戻
す
こ
と
が
目
的
の

診
療
科
で
す
。
前
述
の
通
り
、
手

術
の
技
術
は
向
上
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
し
か
し
「
高
齢
者
の
頸
部

骨
折
」
は
、
技
術
の
向
上
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

骨
折
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
る
「
寝
た
き
り
」、
合
併
症
や

持
病
の
再
発
、
認
知
症
の
発
症
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality

of
Life

＝
生
活
の
質
）
が
受
傷
前

よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
下
が
る
こ
と

は
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
が
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
ご
家
族
は
そ
れ
を
理
解

し
受
け
入
れ
、
い
か
に
継
続
的
な

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
社
会
復
帰
に

繋
げ
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
私
た
ち

急
性
期
病
院
で
は
、「
早
期
離
床
」、

「
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

努
め
て
、
そ
の
予
防
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

と
は
い
え
、
術
後
の
段
階
で
は
ま

だ
痛
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
急
性

期
で
は
基
本
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
み
に
抑
え
ま
す
。
回
復

し
て
き
た
ら
回
復
期
病
棟
や
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
移
り
、

じ
っ
く
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

回
復
期
を
過
ぎ
た
ら
自
宅
に
戻
る

か
、
そ
の
前
に
老
人
保
健
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

施
設
を
利
用
す
る
か
。
さ
ら
に
最

終
的
に
自
宅
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

た
際
、
独
居
は
で
き
る
の
か
、
あ

る
い
は
ご
家
族
で
お
世
話
が
で
き

る
の
か
、
ま
た
、
在
宅
療
養
の
た

め
の
自
宅
の
改
修
は
な
ど
な
ど
。

一
つ
ひ
と
つ
の
段
階
で
、
判
断
や

選
択
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
こ
と
は
患
者
さ
ま
や
ご
家

族
だ
け
で
行
う
こ
と
は
と
て
も
困

難
で
す
。

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
が
急
性
期

病
院
か
ら
回
復
期
病
院
を
経
て
早

期
に
自
宅
に
帰
れ
る
よ
う
、
急
性

期
病
院
、
回
復
期
病
院
、
在
宅
な

ど
、
診
療
に
あ
た
る
医
療
機
関
の

役
割
分
担
を
表
す
地
域
連
携
パ
ス

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
疾

患
ご
と
、
病
態
ご
と
に
必
要
と
考

え
ら
れ
る
検
査
や
治
療
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
な
ど
を
表
し

た
治
療
計
画
表
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
の
患
者
さ
ま
が
こ
の
計
画

通
り
に
い
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
急
性
期
病
院
、
回

復
期
病
院
、
そ
し
て
施
設
、
ご
家

族
、
さ
ら
に
は
地
域
の
人
々
の
す

べ
て
の
認
識
や
理
解
を
得
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
そ
の
総
和
で

よ
り
良
い
対
応
を
図
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
今
後
と
も
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
へ
と
視
線
を
延
ば
し
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
力

を
注
ぐ
考
え
に
あ
り
ま
す
。

馬
場
記
念
病
院
　

整
形
外
科
　

部
長
　
本
田
良
宣

社会医療法人ペガサスでは、5月20～22日に、新入職員を対象

とした研修を実施しました。

研修プログラムのメインは、日米の医療事情に詳しく、わが国

での医療のあり方を、広く社会に問い続ける社会医療研究所・

岡田玲一郎先生の講義とグループワーク。出席者たちは真剣な

表情でお話を聞き入り、その後のグループワークでは活発に意

見交換をしていました。プログラムの最後の懇親会では、会食

をしながら、交流を深めました。この研修を通して新入職員た

ちは、医療人として、またペガサス人として、これからの日本

の医療のあり方を考える機会を得ることができました。

大阪府看護事業功労者表彰とは、大阪府表彰規則に基づいて、永
年、看護事業に精励のあった保健師、助産師、看護師、准看護師
に対して、大阪府知事から表彰状を授与されるものです。対象は、
大阪府下の病院に20年以上勤務し、満50歳以上で、かつ業績が優
秀で他の模範であると認められる看護職員50名（保健師５・助
産師５・准看護師５・看護師35／年間）。昭和43年から実施され
ていますが、平成２年に「看護の心をみんなの心に」をスロー
ガンに、ナイチンゲールの誕生日である５月12日を「看護の日」
とし、その日を挟んだ週を「看護週間」と制定されてからは、
看護の日に表彰式が行われるようになりました。
社会医療法人ペガサスでは、今年度初めて准看護師部門で、救
急外来の寺尾ケイ子を推薦しました。寺尾は、大阪府下の複数の
病院で長年救急医療に携わっており、当法人では、昭和59年10月、

馬場記念病院開設以来25年８カ月にわ
たり、一貫して救急外来および一般外来
に勤務。昼夜問わず年間7000件におよ
ぶ患者さまの救命・救急看護に従事し、
救急部門の最前線で活躍しています。

これまでより、安全で正確に、不整脈の検査・解析が行え
る時代がやって参りました。
不整脈でお悩みの方は、ぜひ最先端技術をご体験ください。

ペガサスには、他の職員の模範となる職員の表彰制度がありま
す。名付けて「ペガサス賞」。接遇表彰、優秀表彰、そして永年
勤続表彰の三分野があり、表彰の際には、法人キャラクターを
デザインし、各賞ごとに色を変えた記念バッジが贈られます。
平成21年度には３名が対象となりましたが、そのなかの看護部
副看護部長・正本恵子は、これまでに三分野（計４回）をすべ
て受賞。いわば三冠王であり、法人でも初めての快挙です。そ
れを称え改めてゴールドのバッジを、法人より贈りました。ま
た、「看護部から」の記事でご紹介した救急外来の寺尾ケイ子に
は、優秀賞を贈呈。二人の「ペガサスナイチンゲール」の活躍

を、ペガサスはこ
れからも大きく期
待しています。

看護部からのお知らせ

馬場記念病院整形外

科部長の岡垣医師が

『サンデー毎日』（5/30

日号）にて紹介されま

した。岡垣医師は、

関節外科の専門医と

して、難易度の高い

人工関節の手術に取

り組んでいます。記

事では、診療に対す

る姿勢や人工関節置

換術で同種骨移植に

取り組む様子などが

掲載されました。

馬場記念病院の専門医が雑誌で紹介されました。

外来診療のお知らせ

右／看護部副部長
正本恵子

中／社会医療法人ペガサス
理事長・馬場武彦

左／救急外来
寺尾ケイ子

右／救急外来・寺尾ケイ子
左／救急外来師長・紀ノ岡真弓


